
募集方法の改善①－１ 

■募集方法における変更点 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

■期待する改善効果について 

   応募倍率の不均衡や空家発生の緩和や解消が見込まれる。 

 「住戸ごと」から「住戸タイプごと」のグループ募集に改める。 

・住戸単位（１戸ごと）で募集 

→募集が住戸単位のため、類似条件の住
戸であっても、１戸に応募が偏ると残りの応
募者は落選 

【現 行】 

・類似条件の住戸をグループ分けして募集 

→類似条件の住戸の数≧応募者の数であれ

ば全員が当選 
→当選者は住戸ごとに抽選を行い入居住戸を
決定 

【変更後】 
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募集の改善①－２ 

 

 

 

 

 府営住宅空家入居者一般募集方法の変更について 

【現 行】 

【変更後】 

【グルーピングの考え方（案）】 

  ・住居の仕様が同様のもの 

  ・家賃の差は1000円以内 
  ・低層階（１・２階）と中層階（3階以上）に区分（但しエレベーターがある場合は同一区分） 
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募集方法の改善② 

 

  ■一住戸に対して入居申込みを行う。 

  ■受付期間内であれば応募先住戸の変更を認める。 

  ■対面による受付のみとする。 

 

 

  応募状況の途中経過の公表 

   ・受付期間中（延べ１１日間）において、会場等で応募状況を公表 

   ▶期待する改善効果について 

    ・応募状況が確認できるため、応募倍率の平準化や応募がない住戸の解消に期待  

   ▶デメリット 

    ・一度受け付けた方の応募先変更申し出の増加 

    ・受付最終日に応募が集中し、事務処理が滞るおそれがある。 

 応募受付期間において応募状況の途中経過を情報提供する。 

【現 状】 

【改善等】 


